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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

神緑会館,神 田知二郎碑 の由来

神緑会館 人li近 くの右手の石碑 については,神 戸大

学医学部50年 史や神戸大学部局史一前身校 史に記述が

あ り同様 に神戸大学 医学部の糾{介誌には毎年掲載 され

ている.例 えば,50年 史では,8ペ ージに 「姫路病院

長 だった神田知二郎(大 学 東校 出身,東 大医学部前身)

を医学校初代校 長 とし」の記述 とともに,写 真集899

ペー ジに移設前の広厳寺内 に建立 されていた写真を掲

載 している.

2003年3月 中旬に 「記念碑 の件で来客希望があ りま

すが どうしますか?」 の問い合わせが医学部事務から

あ り,3月27日 にお会いすることに した.突 然の来訪

で 目的 も解 らない まま,菅 キエ さんと娘 さん夫妻 に

面談 した.「 神田知二郎の命 日は3月281-1で あ り,こ

れ までお参 りしていたが,石 碑が移設 されてお り,副

住職 にお聞 きした ところ神戸'大学 に移 した と聞いたの

で訪問 した」 との ことであ った.経 過 を説明 し,「神

戸大学医学部の一・等地に移 していただいて感謝 してい

る」 とおおかたの理解を得 られた後,神 緑 会館に移動

して保存状況 などについて説明 した(写 真1・2).

菅 さんの御母君は,神 田知二郎先生のお兄 さんの娘 さ

んで,F供 が いなかったので養女になり,養 父の死後,

「神戸のお父さん」 とよく言 ってお られた とのことで

あった.

お手元に保管 されていた長澤C7先 生の手 になる記

念文集の コピーの寄贈 を受 けたので,感 謝 しつつお見

送 りした.そ の資料 を掲載 し,諸 先生の理解の 一助 と

したい.
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写真1記 念碑 の前で,菅 さんと娘 さん夫妻

隠
雛

募

故 神 田 先 生 近 影 と 御 略 歴(写 真3・4)

神田先生の写真 として残 っている ものはこれまでな

く,こ の写真が唯 ・つと考 えられる.建 碑の次 第と手

書 きになる記念碑,御 略歴が まとめ て掲 載 され てい

る.又,記 念碑の文字 については,松 村先生(36年 卒)

の努力によ り,石 碑 より直接読み取 り,文 章化 された

ものがあ るが,配 列は変更が加 え られている ようで

す.

故 神 田 先 生10周 年 追 弔 会 の 記

長澤 亘(日 記よ り)

「明治32年4月14日Il友 神田先生の追弔会が神1-f奥平

野村祥福 寺に開 く」 とあ り,記 念写真(5),発 起 人

写真2神 緑会館展示室で

写真3神 田知二郎先生近影と直筆の手紙
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写真510周 年記念撮影(神 戸市奥平野祥福寺に於て)

移 転 改 修 の 次 第(16P～22P)

昭和12年5月18日 楠5寺総代 山田平 三郎氏が 来訪 さ

れ,神 田先生記念碑 の移転改修 を請求 さらる.そ の理

由は本碑の基礎薄弱のためか先年傾斜 して,寺 方よ り

多大の費用 をもって修理 され しが,再 び少 し傾斜する

に至った.こ の度,同 寺の宝物殿 を同所 に建設す るに

つ き是非共移転 を要する事 となりしも,建 設当時の書

類 もな く困却 し,市 内開業医諸氏が寄付 を募 って基費

用にあてる計画であったが,ふ と小生(長 澤 亘氏)

が非常 に縁故のある者であると聞 き相談にこられた.

しか し建設 当時は長澤氏 は東京在学中で,借 越に思

い,2,3の 先輩 に問い合わせたが,建 設当時の費用

等 もはっ きりせず,諸 氏の承諾 をえて,「 報恩 の為,

万事引 き受 けた」 と記入 されている.「 本碑 中に有 り

し小壌中の御遺歯 は,工 事中本堂にお祭 りせ しも是 を

更に土瓶 に納め,基 礎の混凝土中に手厚 く葬れ り」 と

あ り,写 真7で は,左 横に 「改修中の御遺骨奉祀」 と

記載 されている.移 転改修除幕式は,昭 和12年6月21

口に楠寺住職千葉猷lll氏他四 ヶ寺の住職諸氏 によって

厳かに式典 を挙行,関 係者多数参列せ り.

五 十 周 忌 法 要(写 真6改 修 後 の 碑)

計 らず も御逝去後49年 に該当せ るを以て除幕式 に引

き続 き五f周 年亡御法要を営 むこ ととせ り.同 窓及び

関係者約五十名の御来集を願 ひ,追 悼の辞(長 澤 亘

氏)及 び井 上学太郎,中 野 磧,河 本後進氏等の感想

追懐 談あ りて式典を滞 りな く終J'し た.

「県1_神 戸病院がその後二度の改築によ り,現 在で

は宏 大美麗 しか も設備万端行 き届 きたる大病院 とな り

ました」 と追悼の辞 を述べ られている.

写真6改 修後の記念碑
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神 緑 会 学 術 誌

記 念 文 集 は,昭 和12年7!1211fl=IJ刷

H召不012脅三7月26日IEiT∫

鰭:者 長 澤i〔

神 戸rl∫神 戸 区 ドIIピト通 五丁 目長 澤 小 児 病 院 と書 か れ

第19巻2003年

ている.同 所は県庁の少 し東側で,そ の後 口本赤十字

血液センターとな り,戦 争にて空襲にあったと39年 卒

下奥 仁 先生の記憶 で述べ られている場 所 に相 当す

る.

(編集委員会)

勘

写真8旧 同窓生記念写真 右端 長澤 亘先生
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